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　仕入機能を各地域の支店などに移
管した「法個仕」体制は４年目に入
った。年度の取り組みをはじめ、
誘客・交流の促進、地域活性化への
貢献などについて、ＪＴＢの広域代
表ら人に語っていただいた。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
に
移
行
し
て
か

ら
１
年
が
過
ぎ
た
。
多
く
の

有
識
者
は
コ
ロ
ナ
後
の
社
会

が
大
き
く
変
化
す
る
と
語
っ

て
い
た
が
、
実
際
何
が
変
わ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
が
考
え

る
に
、
一
つ
目
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
５
類
移
行
後
は
、
ま

だ
ま
だ
警
戒
心
が
強
く
、
人

と
の
接
触
を
気
に
し
て
会
食

が
少
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。
こ
れ
は
大
切
な
人
と

だ
け
付
き
合
う
と
い
う
行
動

変
容
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、

「
働
き
方
」
だ
。
テ
レ
ワ
ー

ク
が
広
ま
り
多
く
の
人
が
自

宅
等
で
勤
務
し
、
弾
力
的
な

働
き
方
を
推
進
す
る
会
社
が

増
え
た
。
三
つ
目
は
、
「
健

康
」
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

自
宅
に
い
る
時
間
が
多
く
な

り
、
運
動
不
足
だ
と
感
じ
る

人
が
増
え
、
自
己
免
疫
力
の

低
下
を
感
じ
始
め
た
。

　
最
近
で
は
人
気
の
飲
食
店

は
常
に
満
席
で
予
約
困
難
な

店
も
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
主

流
だ
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み

会
は
現
在
ほ
ぼ
皆
無
で
あ

る
。
や
は
り
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
あ

る
と
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
ま

た
、
弾
力
シ
フ
ト
や
休
暇
取

得
率
の
向
上
、
そ
し
て
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
時
代
に
合

っ
た
働
き
方
に
な
る
こ
と

は
、
観
光
業
に
お
い
て
追
い

風
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

健
康
に
お
い
て
は
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
会
員
数
が
２
０
２
１

年
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
や
、
ゴ
ル
フ
人
口
が
コ
ロ

ナ
以
前
と
比
較
し
回
復
し
て

き
て
い
る
。

　
今
後
の
北
海
道
観
光
に
お

け
る
秘
策
は
、ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム（
Ａ
Ｔ
）の

コ
ン
テ
ン
ツ
拡
充
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
モ
ノ
消
費
や
コ

ト
消
費
か
ら『
ト
キ
消
費
』が

重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
は
ず
だ
。北
海
道
に

は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を

入
れ
て
い
る
自
治
体
が
多

く
、積
極
的
な
誘
致
を
し
て

い
る
。ま
た
、ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
、メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
等
、健
康
に
フ
ォ
ー
カ
ス

を
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
も
多

く
、道
内
に
は
素
晴
ら
し
い

サ
ウ
ナ
も
数
多
く
あ
る
。

　

今
後
、北
海
道
は
ま
す
ま
す

深
化
を
遂
げ
て
い
き
、さ
ら

な
る
地
域
間
連
携
が
必
要
と

な
る
。ま
た
、は
っ
き
り
し
た

四
季
を
感
じ
る
北
海
道
な
ら

で
は
の
魅
力
を
ど
の
よ
う
に

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く

か
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
た

め
観
光
事
業
者
の
み
な
ら
ず

異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
東
北
の
山
々
を
優
し
く
包

む
新
緑
の
景
色
を
求
め
て
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
東
北
の
温
泉
地
、
観
光
エ

リ
ア
を
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
を

魅
せ
始
め
て
い
る
。
夏
の
深

緑
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
に

彩
ら
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
東
北

は
、
四
季
を
通
し
て
世
界
の

観
光
客
を
魅
了
し
て
い
く
だ

ろ
う
。
今
か
ら
３
３
５
年
前

に
「
お
く
の
ほ
そ
道
（
約
２

４
０
０
㌔
㍍
）
」
の
旅
を
始

め
た
芭
蕉
の
よ
う
に
「
心
の

世
界
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
」
に
訪
れ
る
人
も
少
な

く
な
い
。
時
代
は
変
わ
り
、

今
も
変
わ
ら
な
い
原
風
景
と

と
も
に
紡
が
れ
た
物
語
が
点

在
す
る
「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
（
約
千
㌔
㍍
）
」
に

は
、そ
う
し
た
魅
力
が
あ
る
。

　
国
内
は
も
と
よ
り
、
訪
日

外
国
人
向
け
に
多
言
語
や
観

光
Ｄ
Ｘ
を
加
速
化
さ
せ
、
温

泉
地
や
歴
史
、
文
化
の
魅
力

へ
の
仕
掛
け
が
急
が
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で

は
２
０
２
４
年
３
月
か
ら
新

た
に
訪
日
外
国
人
向
け
の
国

内
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
サ
ン
ラ

イ
ズ
ツ
ア
ー
に
お
い
て
東
北

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ル
ー
ト
の

発
売
を
開
始
し
た
。
地
域
へ

の
新
た
な
人
流
の
創
出
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
仙
台

を
拠
点
と
し
た
訪
日
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
専
門
チ
ー
ム
（
仙
台

支
店
）
が
中
心
と
な
り
、
価

値
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
。

　
さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か

ら

年
、
東
北
を
二
巡
し
て

き
た
祭
典「
東
北
絆
ま
つ
り
」

が
仙
台
で
６
月
８
、
９
日
に

開
催
さ
れ
る
。
こ
の
日
は
、

観
光
復
興
を
願
う
東
北
の
絆

が
一
つ
に
な
る
。
圧
巻
の
演

技
が
、
何
度
も
訪
れ
た
く
な

る
東
北
へ
誘
う
機
会
と
な

る
。
そ
し
て
、
各
地
の
夏
祭

り
が
観
光
客
を
待
っ
て
い

る
。
３
月
に
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ホ

ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ

の
出
演
で
、
世
界
各
国
の
お

客
さ
ま
へ
東
北
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
期
待
さ
れ
る
。

　
東
北
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
６
県
に
６
支

店
（
リ
テ
ー
ル

店
舗
）
、

提
携
販
売
各
社
、
東
北
仕
入

販
売
事
業
部
が
あ
る
。
旅
ホ

連
会
員
や
自
治
体
、
観
光
誘

致
協
議
会
や
東
北
経
済
連
合

会
、
東
北
観
光
推
進
機
構
を

は
じ
め
と
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
の

対
話
を
重
ね
、
東
日
本
大
震

災
、
そ
し
て
幾
度
と
な
く
経

験
し
た
自
然
災
害
か
ら
の
回

復
が
生
み
出
し
た
防
災
減

災
、
さ
ら
に
は
自
然
を
生
か

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
、
新
し
い
観
光
時
代
の

持
続
可
能
な
価
値
と
し
て
、

そ
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信

し
て
い
く
。
そ
し
て
、
東
北

各
地
へ
の
発
着
商
品
を
充
実

さ
せ
、
多
様
な
チ
ャ
ネ
ル
で

の
宿
泊
増
売
へ
誘
客
創
客
に

よ
り
持
続
可
能
な
観
光
地

「
東
北
」
へ
の
貢
献
を
実
現

し
て
い
く
。

　
ま
ず
も
っ
て
、
２
０
２
４

年
度
の
活
動
を
語
る
に
あ
た

り
、
元
旦
に
発
災
し
た
「
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
に

お
い
て
、
全
国
の
多
く
の
方

々
か
ら
義
援
金
を
頂
戴
し
、

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ

る
。
中
部
と
し
て
は
旅
ホ
連

中
部
支
部
連
合
会
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ

中
部
圏
誘
致
協
議
会
と
も
連

携
し
、
震
災
当
日
ご
宿
泊
の

お
客
さ
ま
の
避
難
輸
送
や
被

災
地
へ
の
支
援
物
資
納
入
を

は
じ
め
、
地
元
行
政
と
の
連

携
に
よ
る
最
大
限
の
支
援
体

制
を
現
在
も
継
続
し
て
い

る
。
ま
た
、
被
災
地
域
の
方

々
と
も
可
能
な
限
り
対
話
し

な
が
ら
直
接
・
間
接
問
わ
ず
、

求
め
ら
れ
る
支
援
を
模
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
ま
た
観

光
関
連
で
は
北
陸
全
域
に
巻

き
起
こ
っ
た
風
評
被
害
の
対

策
等
は
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
と
協
議
し
な
が
ら
、
義
援

金
の
有
効
活
用
と
共
に
取
り

組
み
も
開
始
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
３
月
に
は
北

陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
開

業
、
社
も
「
日
本
の
旬
　
北

陸
」
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
こ
れ
は
「
つ
な
が
る

北
陸
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

冬
の
味
覚
イ
ン
パ
ク
ト
が
強

い
北
陸
の
春
・
夏
の
新
た
な

気
付
き
を
促
す
た
め
、
３
県

個
々
の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き

出
し「
お
も
て
な
し
の
北
陸
」

エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
、
来
訪

客
増
加
に
よ
る
宿
泊
券
販
売

増
を
図
り
た
い
。
現
在
、
能

登
半
島
の
一
部
地
域
を
除

き
、
北
陸
全
体
で
皆
さ
ま
を

お
迎
え
す
る
準
備
は
十
分
に

整
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
お
越
し

願
い
た
い
。

　
今
年
度
の
中
部
は
、
２
０

２
４
浜
名
湖
花
博
の
開
催

や
、
熊
野
古
道
世
界
遺
産
登

録

周
年
、
中
部
山
岳
国
立

公
園
指
定

周
年
、
ジ
ブ
リ

パ
ー
ク
の
第
２
期
オ
ー
プ
ン

等
、
春
か
ら
話
題
も
多
い
。

中
部
の
海
外
の
玄
関
と
い
え

る
セ
ン
ト
レ
ア
も
ア
ジ
ア
圏

の
復
便
・
増
便
を
は
じ
め
欧

州
便
復
活
も
あ
っ
て
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
は
こ
の
あ
た

り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
強

化
し
て
い
き
た
い
。
併
せ
て

大
阪
・
関
西
万
博
開
幕
も
来

年
に
控
え
、
隣
接
す
る
中
部

エ
リ
ア
と
し
て
は
関
心
も
高

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
連

携
を
始
め
て
お
り
、
ま
た
２

０
２
６
年
、
ア
ジ
ア
・
ア
ジ

ア
パ
ラ
競
技
大
会
の
愛
知
開

催
に
向
け
準
備
を
本
格
的
に

着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
今
年
度
の
中

部
は
「
北
陸
の
今
」
に
全
力

で
取
り
組
む
一
方
、
「
こ
の

先
」
の
万
博
関
連
需
要
や
再

来
年
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に

も
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
多

面
的
・
複
眼
的
に
事
象
を
捉

え
、
宿
泊
券
増
売
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
昨
年

月
以
降
、
訪
日
外

客
数
は
２
０
１
９
年
の
各
月

を
上
回
っ
て
推
移
し
、
３
月

は
初
め
て
３
０
０
万
人
を
突

破
し
た
。
２
０
２
３
年
の
訪

日
外
国
人
旅
行
消
費
額
５
兆

３
０
６
５
億
円
は
、
自
動
車

・
化
学
製
品
に
次
ぐ
第
３
位

の
製
品
別
輸
出
額
で
あ
っ
た

２
０
１
９
年
を
既
に

・
２

％
上
回
っ
て
い
る
。

　
２
月

日
に
は
日
経
平
均

株
価
が
１
９
８
９
年
の
最
高

値
３
万
８
９
１
５
円
を
更
新

し
、３
月

日
に
は
日
銀
が
、

金
融
政
策
決
定
会
合
に
お
い

て
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
解

除
を
決
め
る
等
、
コ
ロ
ナ
禍

後
の
私
た
ち
を
と
り
ま
く
経

済
環
境
は
大
き
な
変
化
の
最

中
に
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
人
々

の
価
値
観
も
変
化
し
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
意
識
が

高
ま
る
と
と
も
に
、
人
口
動

態
や
職
業
観
の
変
化
に
よ

り
、
人
手
不
足
も
続
い
て
い

る
。

　
２
０
２
１
年
に
仕
入
機
能

を
各
地
域
の
支
店
等
に
移
管

し
た
私
た
ち
の
「
法
個
仕
」

体
制
は
４
年
目
に
入
る
が
、

観
光
庁
が
２
０
２
２
年
に
と

り
ま
と
め
た
「
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
地
域
活

性
化
と
観
光
産
業
に
関
す
る

検
討
会
」
に
お
い
て
、
宿
泊

施
設
さ
ま
が
高
付
加
価
値
化

や
生
産
性
の
向
上
を
求
め
ら

れ
る
中
、
当
社
は
環
境
変
化

に
対
応
し
、
施
設
さ
ま
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
観
光

Ｄ
Ｘ
や
デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
の
提
案
力
を
高
度
化

す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
令

和
の
大
改
革
で
あ
る
宿
泊
在

庫
の
「
出
し
入
れ
自
由
」
を

活
用
し
た
新
た
な
連
携
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
あ
わ
せ
て
、
山
梨
県
で
進

め
て
い
る
「
カ
イ
フ
ジ
ヤ
マ

ロ
ー
ド
構
想
」
等
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
の
連
携
に
よ
り
、

域
内
の
人
流
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
東
京
に
来
る

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
東

日
本
エ
リ
ア
を
は
じ
め
と
し

た
全
国
へ
の
波
及
を
、
東
日

本
エ
リ
ア
の
責
任
者
と
し
て

実
現
さ
せ
た
い
。

　
日
本
の
上
場
企
業
の
６
割

を
抱
え
る
東
京
で
あ
る
が
、

本
年
に
入
り
採
用
事
情
の
変

化
や
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
し
た

オ
フ
ィ
ス
事
情
等
に
よ
る
平

日
の
企
業
研
修
需
要
や
、
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
引
き
合
い
が
増
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
需
要
を
着
実

に
取
り
込
む
こ
と
で
、
需
要

の
平
準
化
、
施
設
さ
ま
の
投

資
余
力
の
回
復
、
さ
ら
な
る

高
付
加
価
値
化
と
い
う
正
の

サ
イ
ク
ル
が
実
現
す
る
よ

う
、
貢
献
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
法
個
仕
体
制
に
よ
る
成
果

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
全
域

に
わ
た
る
発
着
連
携
の
実
現

と
共
に
効
果
を
倍
増
す
る
と

考
え
て
お
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
・
リ

テ
ー
ル
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
リ
モ
ー
ト
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
・
法
人
営
業
パ
ー

ソ
ン
と
い
っ
た
マ
ル
チ
チ
ャ

ネ
ル
を
大
い
に
活
用
し
宿
泊

増
売
を
推
進
し
て
い
く
。

　
日
本
の
人
口
お
よ
び
生
産
人

口
の
減
少
が
想
定
さ
れ
る
将
来

に
向
け
、
人
流
拡
大
に
よ
り
観

光
業
界
・
地
域
経
済
に
貢
献
す

る
こ
と
が
、
国
策
で
あ
り
観
光

業
界
の
使
命
と
考
え
る
。
Ｊ
Ｔ

Ｂ
は
少
子
高
齢
化
、
貧
富
差
拡

大
、
地
域
間
格
差
等
の
日
本
人

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
構
造
変
化
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
訪
日
外
国

人
の
拡
大
に
よ
る
人
流
変
化
に

も
果
敢
に
対
応
し
て
い
く
。

　
本
方
針
を
受
け
、
仕
入
商
品

事
業
部
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
発
商
品
を
基
盤
と
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
、
発
着
・
旅

ナ
カ
・
日
常
（
関
係
人
口
）
に

至
る
、
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ

ー
に
寄
り
添
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
転
換
し
、
観
光
業
界
・

地
域
経
済
に
貢
献
し
た
い
。

　
そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
四
つ
紹
介

し
た
い
。

　
ま
ず
は『
仕
入
体
制
の
強
化
』

で
あ
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｃ
個
所
へ
の
仕

入
業
務
移
管
は
４
年
目
を
迎
え

る
が
、
全
国
均
一
で
の
仕
入
営

業
の
さ
ら
な
る
強
化
を
実
現
す

る
た
め
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ

デ
ル
（
成
功
モ
デ
ル
）
の
構
築

と
浸
透
に
取
り
組
み
、
個
人
・

団
体
・
Ｗ
ｅ
ｂ
・
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
情
報
一
元
化
に
よ
る
地
域

別
、
施
設
別
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

営
業
の
具
現
化
を
図
る
と
と
も

に
、
仕
入
営
業
時
間
拡
大
の
た

め
の
後
方
支
援
体
制
の
整
備
を

行
う
。

　
次
に
『
訪
日
マ
ー
ケ
ッ
ト
市

場
の
拡
大
へ
の
対
応
』
。
今
年

度
、
包
括
的
業
務
提
携
の
契
約

延
長
を
行
う
Ａ
ｇ
ｏ
ｄ
ａ
社
と

の
協
業
や
、
昨
年
設
立
し
た
株

式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
　
Ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｕ

ｎ
ｄ
　
Ｔ
ｒ
ｉ
ｐ
と
の
連
携
を

軸
に
さ
ら
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

営
業
の
推
進
強
化
を
図
る
。
ま

た
、
訪
日
共
創
部
、
地
域
交
流

チ
ー
ム
と
の
連
携
に
よ
る
訪
日

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
仕

入
、
旅
ナ
カ
需
要
の
開
拓
等
に

も
今
後
着
手
し
て
い
く
。

　
次
に
昨
年

月
に
導
入
し
た

『
国
内
客
室
管
理
ツ
ー
ル
の
活

用
に
よ
る
宿
泊
増
売
』で
あ
る
。

か
ね
て
よ
り
旅
ホ
連
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
要
望
で
あ
っ
た
「
Ｊ

Ｔ
Ｂ
提
供
客
室
の
運
用
の
利
便

性
」を
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、

各
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
リ
ー
ド
タ

イ
ム
に
合
わ
せ
た
多
く
の
お
部

屋
を
ご
提
供
い
た
だ
く
こ
と
で

販
売
の
最
大
化
に
つ
な
げ
る
。

　
最
後
に
『
旅
ナ
カ
流
通
の
強

化
』
で
あ
る
。
在
庫
保
有
が
困

難
な
希
少
価
値
あ
る
地
域
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ガ
イ
ド
等
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
昨
年
新
た

に
整
備
し
た
発
生
手
配
デ
ス
ク

を
後
ろ
盾
に
、
宿
泊
増
売
に
も

寄
与
す
る
当
該
地
域
な
ら
で
は

の
付
加
価
値
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
い
く
。


